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2025年 月 日10 28 (火)
岡山大学医学部  鹿田会館・講堂 ( 旧生化学棟 )およびオンライン配信

問い合わせ先  obika-m@cc.okayama-u.ac.jp（小比賀）

お申し込みはこちらから
主催  岡山大学医学部 総合内科学

［使用言語］英語（質疑応答は同時通訳あり）
医療者、医療系指導者、医療系学生

哲学者
英国エクセター大学教授

18:00 ～ 19:30
入 場 無 料

［会　場］

［対　象］

患
者
・
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学
生
・
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床
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へ
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を
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に

Luna Dolezal

Shame in Medicine: 
Understanding Shame’s Effects for Patients, Medical Students and Cl i n

icia
ns

申し込み締め切り
2025 年 10 月 24 日（金）

「恥」は、医療において強い影響を持ちますが、あまり公に語られることはありません。
本講演会では、英国の学際的研究プロジェクト「Shame and Medicine」の主任研究者である
哲学者 Luna Dolezal 教授をお招きし、「恥」が医療のさまざまな側面 ̶̶ 患者の経験、医学
教育、臨床医の経験、公衆衛生 ̶̶ にどのように関わっているかについてご講演頂きます。


